
1
月
12
日
～
13
日
に

か
け
て
第
45
回
幹
部
学

校
を
開
催
し
、
執
行
委

員
13
名
、
分
会
代
表
10

名
の
合
わ
せ
て
23
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
中
島
委
員
長

よ
り
執
行
部
を
代
表
し

て
新
年
の
挨
拶
が
あ
り
、

ト
ラ
ッ
ク
運
輸
業
界
の

動
向
や
20
春
闘
に
向
け

て
の
決
意
が
話
さ
れ
ま

し
た
。

1
日
目
の
情
勢
学
習

で
は
、
全
労
連
常
任
幹

事
で
賃
金
・
公
契
約
運

動
局
長
の
斎
藤
寛
生
氏

を
講
師
に
「
20
国
民
春

闘
と
最
低
賃
金
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
約
80
分
の
講

義
が
あ
り
ま
し
た
。
日

本
に
お
け
る
賃
金
を
支

え
る
法
律
、
動
向
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
が
あ
り
、

生
計
費
原
則
に
た
っ
た
賃

金
の
引
き
上
げ
と
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
創
設
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答

で
は
、
歴
史
的
に
見
る
安

倍
政
権
の
位
置
づ
け
や
国

際
社
会
に
お
け
る
日
本
の

賃
金
水
準
な
ど
に
つ
い
て

も
解
説
が
あ
り
、
20
春
闘

要
求
案
を
討
論
す
る
上
で
、

非
常
に
意
義
の
あ
る
講
義

内
容
で
し
た
。

次
に
石
塚
書
記
長
よ
り
、

20
年
春
闘
方
針
（
案
）
と
、

近
藤
組
織
統
制
部
長
よ
り

20
年
春
闘
組
織
拡
大
方
針

（
案
）
の
提
案
が
あ
り
、

そ
の
後
、
全
体
討
論
を
行

い
ま
し
た
。

夜
は
、
旗
び
ら
き
を
開

催
し
参
加
者
全
員
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
全
体
討
論

を
行
い
、
各
分
会
代
表
者

か
ら
2
日
間
で
の
べ
13
名

の
発
言
が
あ
り
石
塚
書
記

長
か
ら
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

（
発
言
内
容
）

・
新
正
社
員
の
年
間
休
日

日
数
を
110
日
に
す
べ
き
。

・
年
齢
給
を
右
肩
上
が
り

に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
元
旦
の
休
業
提
案
（
Ｃ

Ｓ
営
業
部
な
ど
）

・
年
末
年
始
手
当
の
1/2
・

3
へ
拡
充
。

・
新
正
社
員
警
送
員
奨
励

給
件
数
単
価
「
1/2
」
の

是
正

・
新
正
社
員
の
年
休
失
効

分
買
取
単
価
引
き
上
げ
。

・
家
族
手
当
扶
養
年
齢
の

是
正
（
18
歳↓

22
歳
）

・
最
賃
未
達
者
へ
の
会
社

案
は
不
十
分
、
職
務
給
、

奨
励
給
を
基
準
給
化
す

べ
き
。

・
Ｃ
Ｓ
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー

の
契
約
社
員
へ
の
適
用

に
つ
い
て

・
車
内
禁
煙
に
つ
い
て

・
社
員
60
歳
以
降
の
新
正

社
員
化
の
勤
続
給
の
扱

い
に
つ
い
て

・
警
送
員
の
職
務
給
の
他

職
種
と
の
関
係
性
、
経

緯
に
つ
い
て

・
半
日
有
給
休
暇
に
つ
い

て
の
考
え
方
、
休
憩
の

扱
い
に
つ
い
て

・
レ
キ
ス
ト
の
年
間
休
日

に
つ
い
て

例
年
に
比
べ
て
参
加
者

か
ら
の
発
言
が
多
く
活
発

な
討
論
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
討
論
の
あ
と
、
石
塚

書
記
長
よ
り
ま
と
め
が
あ

り
、
2
月
8
日
の
定
例
委

員
で
の
20
春
闘
方
針
確
立

に
向
け
て
の
団
結
、
意
思

統
一
を
各
分
会
へ
強
く
訴

え
か
け
ま
し
た
。

最
後
に
上
村
副
委
員
長

首
都
圏
運
輸
労
使
協
議

会
で
は
、
１
月
19
日
～
20

日
に
か
け
て
静
岡
県
熱
海

市
に
て
第
22
回
総
会
と
第

44
回
労
使
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
神
田
支
部
か
ら
中

島
委
員
長
・
上
村
副
委
員

長
・
石
塚
書
記
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

第
22
回
総
会
で
は
中
村

会
長
（
教
宣
文
化
社
）
よ

り
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
、
中
島
事
務
局
長

か
ら
2
年
間
の
事
業
報
告

と
会
計
報
告
、
さ
ら
に
今

後
2
年
間
の
事
業
計
画
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

の
閉
会
挨
拶
に
続
き
、
吉

田
青
年
婦
人
部
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
2
日
間
の

日
程
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
教
育
宣
伝
部
長

小
城

寛
）

の
事
業
計
画
の
中
で
は
、

諸
外
国
で
の
ト
ラ
ッ
ク
運

輸
産
業
や
物
流
業
の
動
向

労
使
で
学
ぶ
機
会
と
し
て

海
外
視
察
を
行
う
た
め
に

「
海
外
視
察
準
備
委
員
会
」

の
設
置
と
役
員
体
制
で
は
、

中
島
委
員
長
が
事
務
局
長
、

上
村
副
委
員
長
が
あ
ら
た

に
幹
事
と
し
て
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
質
疑
応
答
後
、

提
案
さ
れ
た
議
案
は
全
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
後
、
第
44
回
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
記
念

講
演
と
し
て
「
社
員
が
定

着
す
る
会
社
と
は…

賃
金

・
労
働
条
件
・
福
利
厚
生
」

を
テ
ー
マ
に
日
本
PMI
コ
ン

サ
ル
テ
イ
ン
ン
グ
代
表
取

締
社
長
の
小
坂
真
弘
様
よ

り
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
職
場
の
現
状
・

社
員
が
会
社
を
辞
め
る
理

由
、
辞
め
さ
せ
な
い
た
め

に
、
何
が
必
要
な
の
か
な

ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
後
の
取
り

組
み
を
中
島
事
務
局
長
が

提
案
し
、
「
経
営
取
引
動

向
ア
ン
ケ
ー
ト
」
「
ト
ラ
ッ

ク
請
願
書
（
団
体
・
個
人
）
」
、

さ
ら
に
中
央
労
使
共
同
行

動
や
首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
パ

レ
ー
ド
へ
の
参
加
呼
び
か

け
が
行
わ
れ
、
1
日
目
は

終
了
し
ま
し
た
。

夜
の
懇
親
会
で
は
こ
れ

ま
で
労
使
協
や
集
団
交
渉

に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た

方
へ
の
表
彰
や
参
加
労
使

に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
1
日
目
の

記
念
講
演
の
内
容
を
踏
ま

え
て
全
体
討
論
が
行
わ
れ
、

参
加
労
使
の
職
場
で
の
実

態
や
こ
れ
ま
で
の
経
験
談

が
話
さ
れ
、
人
手
不
足
・

長
時
間
労
働
・
健
康
障
害

・
運
賃
問
題
な
ど
あ
ら
た

め
て
労
使
共
通
の
課
題
が

山
積
し
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

最
後
に
中
島
事
務
局
長

の
ま
と
め
と
総
会
で
新
に

選
任
さ
れ
た
下
川
副
会
長

よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
行
わ

れ
、
2
日
間
の
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。

（
副
執
行
委
員
長

上
村

誠
）

手から手へ仲間といっしょに読もう
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第
45
回
幹
部
学
校
開
催

春
闘
に
向
け
た
方
針
第
一
次
案
提
案最低賃金制度を講義する齋藤寛生氏

首
都
圏
運
輸
労
使
協
議
会

第
22
回
総
会
・
第
44
回
セ
ミ
ナ
ー新しく幹事に選出された上村副委員長


